
１．預金・貸出金の状況 （単位：億円）

２．損益の状況 （単位：百万円）

３．不良債権の状況（金融再生法に基づく開示債権） （単位：百万円、％）
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利回りの低下により貸出金利息、有価証券利息配当金等が減少し、資金運用収益が89百万円減少しました。
また、預金利息も減少したことにより、資金調達費用が66百万円減少しました。
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平成26年6月の金融再生法上の不良債権は、前期比1,375百万円減少し、31,988百万円となりました。
不良債権比率も0.251％改善し、7.584％となりました。
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　当金庫の平成２６年度第１四半期（平成２６年６月期）の経営情報についてお知らせします。

掲載している諸計数は単位未満を切り
捨て表示しているため、合計が一致しな
い場合があります。なお、内容や諸計数
について会計監査人監査は受けており
ません。

危 険 債 権

要 管 理 債 権

正 常 債 権

 破綻更生債権及びこれらに準ずる債権　　　

金 融 再生法上の不良債権

預金積金は、個人預金を中心に増加し、前年同月比228億円の増加となりました。
貸出金は、個人を中心に増加し、前年同月比136億円の増加となりました。
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４．有価証券の時価情報 （単位：百万円）

お問い合わせ先

三島信用金庫　経営企画部　　　　ＴＥＬ　０５５－９７３－５７２１

（土日祝日及び12月31日～1月3日を除く午前９時～午後５時）
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市場金利の低下や株式相場の上昇により、評価差額が前期比1,121百万円増加し、13,174百万円となりました。

４月 ・入庫式

・公式フェイスブックページを開始

・第２期医療経営ビジネススクール開講

・お取引先の海外子会社に直接融資するための認可を取得

・南伊豆町とがん検診受診率向上協定を調印

５月 ・第４回夢企業大賞表彰式

・小規模事業者に対する経営改善支援への取組みに関する覚書調印

６月 ・振り込め詐欺防止運動

・さんしん年金友の会「さんしんゆとり倶楽部」旅行実施

・総代会の開催

５．その他のトピックス


